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【敦賀港の役割】
• 大都市圏に近接した日本海側の

国際・国内流通拠点
• 市民に対する水辺空間の開放
• 安全で安心できる暮らしへの支援
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敦賀港の役割・港湾計画改訂の方針敦賀港の役割・港湾計画改訂の方針
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【改訂のポイント】
①海外への玄関口としての国際港づくり
②国内海上輸送機能を備えた拠点港づくり
③観光・景観に資する‘みなとまちづくり’
④安全で安心できる暮らしを支えるみなとづくり

①海外への玄関口としての国際港づくり

②国内海上
輸送機能を
備えた拠点

港づくり ④安全で安心できる暮らし
を支えるみなとづくり

④安全で安心できる暮らしを支えるみなとづくり

③観光・景観に資する
‘みなとまちづくり’



【課題】
・鞠山北地区などの既存ふ頭において、フェリー、ＲＯＲＯ、

外内貿一般貨物が混在し、慢性的なヤード不足が生じている
・川崎・松栄地区において、コンテナ貨物取扱量が増えており、

コンテナヤードの拡充が急務である

内貿フェリー貨物

内貿RORO貨物

外内貿一般貨物

再編前

 再編後

原木・石炭は
鞠山南地区へ
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鞠山北地区
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川崎・松栄地区

金ヶ崎地区

外貿コンテナ貨物

鞠山北地区

RORO貨物のヤード不足

鞠山南地区

外貿コンテナ貨物のヤード不足

石炭・原木

【対応】
敦賀港全体の機能配置の再編を行う

３

内貿フェリー貨物のヤード不足

まりやま

まつえ

①海外への玄関口としての国際港づくり①海外への玄関口としての国際港づくり
②国内海上輸送機能を備えた拠点港づくり②国内海上輸送機能を備えた拠点港づくり

－敦賀港全体の機能配置の再編－－敦賀港全体の機能配置の再編－



①海外への玄関口としての国際港づくり①海外への玄関口としての国際港づくり

―― 多目的国際ターミナルの整備多目的国際ターミナルの整備 ――

鞠山南多目的国際ターミナル鞠山南多目的国際ターミナル

今回計画図

【課題】
・取扱貨物量増加に適切に対応する必要が

ある
・石炭船などの大型船が、現在喫水調整

を余儀なくされている

【対応】
鞠山南地区において、水深－１４ｍ×２Ｂ
延長５６０ｍ（うち１Ｂ工事中、１Ｂ既定計画）
の多目的国際ターミナルを計画する

岸壁（-14）
1B 280m
【工事中】

岸壁（-14）
1B 280m

【既定計画】

４



①海外への玄関口としての国際港づくり①海外への玄関口としての国際港づくり

―― 外貿フェリーターミナルへの利用転換外貿フェリーターミナルへの利用転換 ――

【課題】
・外貿フェリーを利用した東アジア向けの貨物の
取扱要請への対応を図る

・観光の国際化への対応を図る

【対応】
川崎・松栄地区において既存バースを
外貿フェリーふ頭への利用転換する
【既定計画どおり】

川崎・松栄地区

外貿フェリーへの利用転換
岸壁（-8） 1B ２４０ｍ

５

今回計画図



①海外への玄関口としての国際港づくり①海外への玄関口としての国際港づくり

―― 危険物取扱施設計画の見直し危険物取扱施設計画の見直し ――

【課題】
・都市ガス需要の見直しにより、進出予定企業
が撤退

【対応】
既定計画の鞠山南地区危険物取扱施設計画
を削除する

樫曲地区
危険物取扱施設用地
50ha
（既定計画の削除）

鞠山南地区
-14.0ｍ ドルフィン 1基
-7.5ｍ ドルフィン 1基
危険物取扱施設用地 4ha
（既定計画の削除）

既定計画図

６

かしまがり



①海外への玄関口としての国際港づくり①海外への玄関口としての国際港づくり
②国内海上輸送機能を備えた拠点港づくり②国内海上輸送機能を備えた拠点港づくり

－港内静穏度の確保－－港内静穏度の確保－

防波堤の延伸
1,130ｍ→1,330ｍ

【今回計画】

静穏度の不足

静穏度の不足

冬期のフェリー岸壁冬期のフェリー岸壁

【課題】
・荷役障害が冬季を中心に生じ、定期船の
欠航、ダイヤの乱れを生じている。

・鞠山南地区においても荷役障害が予測される

【対応】
長周期波に対して港内静穏度を確保するため、
既定計画より２００ｍ、防波堤を延伸

既定計画より200mの延伸

７

鞠山北地区

鞠山南地区



③観光・景観に資する‘みなとまちづくり’③観光・景観に資する‘みなとまちづくり’

―― 交流拠点の形成・港湾景観への配慮交流拠点の形成・港湾景観への配慮 ――

中心市街地中心市街地

自然的環境を保
全するゾーン

ＪＲ敦賀駅ＪＲ敦賀駅

金ヶ崎緑地金ヶ崎緑地

きらめきみなと館きらめきみなと館レトロ倉庫群レトロ倉庫群

展望台展望台

魚市場魚市場

松原海岸松原海岸 赤レンガ倉庫赤レンガ倉庫金ヶ崎緑地金ヶ崎緑地

交流拠点ゾーン

【課題】
・取扱貨物、荷役形態の変化などにより、利用頻度が
高くない港湾施設がある

・港内には敦賀港の歴史的施設を有効活用した交流
空間の形成が望まれる

・観光の国際化への対応が必要である

【対応】
蓬莱・桜地区、川崎・松栄地区のおいて、みなと

を核にした地域の活性化を推進する交流空間の
形成を図る
１）既存バースを旅客船バースに利用転換
２）既存バースを外貿フェリーバースに利用転換（再掲）
３）緑地の整備
４）自然的環境の保全、港湾景観への配慮

旅客船バースへの利用転換
岸壁（-7.5） 1B 280m

８

外貿フェリーバースへの利用転換
岸壁（-8） 1B 240m

松原海岸松原海岸

港湾景観への配慮
を図るゾーン

赤レンガ倉庫赤レンガ倉庫
旧敦賀港駅舎旧敦賀港駅舎

緑地の整備
5ha（うち4ha既設）

金ヶ崎城址金ヶ崎城址∴

ランプ小屋ランプ小屋

ほうらい

蓬莱・桜地区
川崎・松栄地区



④安全で安心できる暮らしを支えるみなとづくり④安全で安心できる暮らしを支えるみなとづくり

―― 小型船の適正な収容・災害時等への対応小型船の適正な収容・災害時等への対応 ――

【課題】
プレジャーボート、作業船、官公庁船、漁船等の
小型船については、適正な収容を図る必要がある

【対応】
・既存の係留施設や水域を小型船だまりとして
有効活用し、また放置艇等禁止重点区域を設定する
・巡視艇等官公庁船用係留施設を確保する

＜井の口地区小型船係留場＞
収容予定隻数：105隻
小型さん橋 ３基【今回計画】

井の口地区

川崎・松栄地区
蓬莱・桜地区

９

官公庁船係留岸壁
岸壁（-5.5） 240ｍ【今回計画】
高速高機能大型巡視艇に対応

予定放置艇等禁止
重点区域

＜蓬莱・桜地区＞
漁船対応

【既存施設の活用】

耐震強化岸壁
岸壁（-5.5） 1B 100ｍ【既設】

＜川崎・松栄物揚場＞
収容予定隻数：93隻
【既存施設の活用】


